
　
物流部門の環境保全

コーセーでは各事業所のオフィスでも環境活動に取り組んでいます。事務用品のグリーン購入の

推進、事務機器の省電力製品への切り替え、分別ボックスの設置による分別収集の徹底、休憩時

間の消灯による節電、エアコンの温度設定の管理等の活動を実施しています。

オフィス部門でのエコ活動
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物流における環境対策の流れ 流通センターでの活動内容

１.リデュース（発生の抑制）

■産業廃棄物の低減活動

お客様に直結する販売部門等に対して

、商品や宣伝物品の在庫情報をきめ細

かくフィードバックできる体制を確立

し、過剰生産の防止や物品の利用促進

をはかることによって、廃棄物量を少

なくする努力を続けています。

■エアコン温度のコントロール

生産施設のエリアごとに温度計を設置

するとともに、定期的に室内温度を計

測して暖房や冷房の温度設定値を常に

コントロールしています。

■待機車両のエンジン停止

配送業者の協力によりセンター内での

エンジン停止を励行。狭山流通センタ

ーでは埼玉県条例のアイドリングスト

ップを遵守するため、ドライバーの休

憩所や喫煙所を設置しています。

■輸送方法の改善

環境保護の観点から鉄道コンテナ輸送

も積極的に利用しています。12ftコン

テナに加えて31ftウィングコンテナ

も活用して、輸送効率と積み下ろし作

業の効率をアップさせました。

■コピー用紙、OA用紙の削減

不要コピー紙ボックスを各所に設置し

、社内連絡用に使用する書類は裏面利

用の両面コピーを励行しています。

２.リサイクル（再資源化）

■紙類やストレッチフィルムの再生

両面コピー後に不要となった書類、上

質紙、新聞紙等は分別してリサイクル

業者へ引き渡しています。また2008

年度から、荷くずれ防止のために使わ
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れるストレッチフィルムについても仕

分けしてリサイクル業者に引き渡すよ

うにしました。

■産業廃棄物のリサイクル

産業廃棄物の単なる焼却処分を廃止し

、焼却熱を熱機関運転に活用したり、

焼却灰を路盤材にするなどして100％

リサイクルを達成しています。

３.リユース（再利用）

■ダンボールの再利用

物流のために使われたダンボールは、

固定用のガムテープや宛名シール等を

はがして再利用を徹底しています。

■廃棄ダンボール等の緩衝材への利用

再利用を何度か行なった後で使えなく

なったダンボールは、加工して輸送用

の緩衝材等に。廃ダンボールを加工す

るエコネット機を導入しています。

■輸送用小箱の再利用

コーセーでは小型サイズの商品を生産

する場合、完成品を入れるために通常

のダンボール箱サイズの1/4や1/8と

いう上蓋無しの小箱を使っていますが

、各流通センター間では、この小箱の

ままダンボール箱に入れて輸送してい

ます。また、小箱を折りたたんで回収

できるようにワンタッチ組み立て式の

ものに改良し、繰り返し利用していま

す。このため、再利用率と運搬効率が

アップしました。

オフィスゴミ スリム化宣言で

3R運動を実施

  日本橋オフィスが

「日経ニューオフィス賞」を受賞

コーセーのコーポレートメッセージ

は「美しい知恵 人へ 地球へ」です。

この考えを実践するために、全社員に

『オフィスゴミ スリム化』活動への

参加を呼びかけています。具体的には

、各自の職場でできるエコ活動として

、ゴミをできるだけ出さないReduce

（リデュース）、両面コピーや封筒

の使いまわすなど再使用に心がける

Reuse（リユース）、ゴミを分別して

廃棄するRecycle（リサイクル）とい

う3R運動を提唱しています。

国民参加運動として活動を続けてい

る『チーム・マイナス6％』に、コー

セーもその趣旨に賛同し、企業とし

て登録するだけでなく、社員にも参

加を呼びかけています。パンフレッ

トや社内報で、この運動について家

庭内で話題にしてください、温室効

果ガス削減への取り組みをしてくだ

さい、この運動に賛同したらご家族

で登録してください、という3つのお

願いをしています。

チーム・マイナス6％への参加

全社で事務用品の

グリーン購入を推進

北海道流通センター （北海道恵庭市）

東 北 流 通センター （福島県須賀川市

狭 山 流 通センター （埼玉県狭山市）

名 神 流 通センター （滋賀県湖南市）

中四国流通センター （岡山県笠岡市）

九 州 流 通センター （福岡県古賀市）

コーセーの新しい日本橋本社オフィ

スは2008年8月に新しいビルとなり

ました。新しいオフィスを創るにあ

たっては、部門横断型のプロジェク

トチームを立ち上げ、環境保全面へ

の配慮とともに、人と人のコミュニ

ケーションや働きやすさという就業

環境を重視しました。ライブラリー

カフェやミーティングエリア、リフ

レッシュエリアなどを設け、開放的

で活気あふれるオフィス空間を創出

しました。この本社オフィスは日本

経済新聞社と社団法人ニューオフィ

ス推進協議会が主催する第22回日経

ニューオフィス賞で「日経ニューオ

フィス推進賞」を受賞しました。

コーセーの全事業所では、コピー用

紙やプリンター用紙など日常業務で

使用する紙は全て再生紙に切り替え

ています。また、取引先企業の協力

をいただいて独自の推奨事務用品カ

タログ『グリーンブック』を作成し

てグリーン購入の普及に努めていま

す。現在、名刺をはじめボールペン

、サインペン、蛍光ペン、鉛筆など

の筆記用具からファイル、ノート類

、消しゴム、付箋紙、のり、スタン

プ台、のし袋などがグリーン購入に

切り替え済みです。また、定期的に

「グリーン購入ネットワーク」等か

ら最新情報を収集して活動の推進に

力を注いでいます。

日本橋オフィスの正面玄関

共同のワークスペース

投入資源

環境対策
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物流の効率化と販売面でのサービス

向上をはかるために、全国で6ヵ所

の流通センターが稼動していますが

、すべての事業所で環境保全活動を

実施しています。中心となる狭山流

通センターは2003年11月にISO14001

の認証を取得して以来、6つの流通

センターで継続して環境改善運動に

取り組んでいます。

コーセーグループの物流段階における環境保全対策は、2008年度も引き続き物流の効率化、資

源や副資材の節約と再利用、リサイクルの促進をテーマとして活動を展開してきました。使用

済みのOA用紙やダンボールの再利用に加えて、ストレッチフィルムの再資源化にも取り組んで

います。


